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１．はじめに 

近年、動物を家族に迎え入れる家が多くなっている。

都市生活において身近な動物（ペット）の存在は、社会

的ストレスの解消だけでなく、地球規模の環境を身近に

考えるきっかけになっているともいえる。一方、ペット

を飼う人が増えたと同時に手放す人も一時的に増えた。

ペットの世話を十分にできずに、そのままほかの飼い主

に譲ったり、ひどい場合は保健所に持ち込んだり捨てた

りする人も出てきている。 

その中でも猫の飼育数は犬の飼育数を上回る１）ほど

増加しており、猫ブームとなっている。猫が犬よりも多

く飼われる一番の要因に飼育しやすさ、飼育費用が少な

くすむという理由もある。こうした現状により、今では

飼い主のいない猫を見かける回数が多くなってきてい

る。猫が好きな人もそうでない人もいる中で、フン被害

や近隣トラブル、飼い主のいない猫に対する苦情なども

数多くあり、捨て猫やそういった行為が問題視されてい

る。 

 こういった問題をこれから解決するには人が猫に感

じる不満やストレスと猫が人に感じる不満やストレス

は何か、どういったことが原因で不満が生まれているの

かの現状を把握したのち猫にとっても人にとっても気

持ちの良い暮らしができる環境を調査し、猫と人が気持

ちの良い暮らしのできる都市空間デザインを提案すべ

きではないかと考える。 

 

２．研究の目的と方法 

研究方法は地域猫活動をおこなっている東の地区と

おこなっていない西の地区が存在する対象地区 A でア

ンケートをおこなう、飼い主のいない猫に対する印象の

調査である。また、ルートセンサス法より猫の行動 
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範囲を明らかにする。それらの結果をもとに、猫の行動

範囲と関係している居住者側の状況を探り、GIS による

分析で人が飼い主のいない猫に感じている不満やス

トレスになる部分を把握することを目的とする。最

終的には、互いに快適な環境で暮らすために何を改

善すべきなのかを考察した。 

 

３．対象地区 Aのアンケート 

 この調査は、どの場所で飼い主のいない猫による被

害が多いのか、地域猫活動をおこなっている地区では

飼い主のいない猫に対してどのような印象があるのか

などを確認することを目的としている。 

本調査のアンケートの分析から地域猫活動や地域猫

について知らない人が多いために、地域猫に対してわ

るい印象を持っている人が多いことが分かった。その

ため地域猫活動について周知してもらうことで地域猫

に対する理解が高まり猫に対する印象が良くなると考

える。 

 

４．猫の行動範囲の把握 

 この調査は、対象地区 Aでおこなった本調査のアン

ケートの結果から、実際に対象地区 Aに生息している

猫の数と行動範囲を猫のカルテとルートセンサス法に

より調べることで被害が多い原因を探る。 

猫のカルテを作成し、対象地区 A の猫の生息数を調

べた。地域猫活動をおこなっている東の地区では１３匹、

おこなっていない西の地区では８匹が確認でき、対象地

区Ａでは合計 21匹の猫を確認することができた。 

ルートセンサス法では、期間と時間を決め猫の生息位

置を記録し、猫の行動範囲２）の最小値と最大値を加えた。 
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猫の行動範囲の調査より対象地区 A にいる猫の生息

数や行動範囲が分かった。それにより猫の行動範囲と

被害は関連していることが明らかとなった。 

 

５．GISによる分析と考察 

   これまでの結果を踏まえて、GISによる分析よりアン

ケート結果を活用して被害の中で一番多かった分被害

を対象とした。アンケート結果について回収した地区ご

とに被害に対するイメージの割合によって色分けした。 

   地域猫活動をおこなっていない西の地区では、個人で

餌を与えている。この場合、トイレの設置やフンの処理

をしている人はいないため、猫は自分たちの好む場所で

排泄している。このためにフン被害の場所が大きく広が

っているのではないかと考える。 

  

 

 

 

 

地域猫を悪いと思う人と分被害を受けている人には

関係がみられたため、被害が減れば地域猫に対する嫌悪

感をなくしていけるのではないかと考える。 

 

６．おわり 

本研究は、人間と飼い主のいない猫の暮らしの分析 

を行った。都市内の小動物と我々人間は、異なる空間に

暮らしており、これが接し交わることでプラス側、マイ

ナス側の様々な生活が生まれる。異なる次元からアプロ

ーチすることで接する機会、方法、空間デザインに結び

つく可能性がある。 
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図１．猫の生息位置と行動範囲 
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図２．地域猫を悪いと思う人とフン被害を受けている人 
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